
平成２７年度に協議・調整を進めてきた連携事項

取組内容 予算（千円）

放課後の子どもたちの
居場所の確保と充実

・他自治体（横浜市）・ＮＰＯの取り組みの視察
・保護者へのアンケート調査
・第１回「子どもの放課後対策に関する検討会議」開催
【協議内容】
　　平成２８年度の放課後子ども教室事業の進捗状況について
　　子どもルームの運営について
・千葉大学・ＪＦＥスチール等の協力のもとプレモデル事業を実
施
　（３月末で９校で実施）
・放課後子ども教室活動支援業務に係る受託事業者の選定

○放課後子ども教室の充実を目的に、教育委員会内に総合
コーディネーターを配置し、モデル校（10校）の活動支援を行う。
○放課後子ども教室のモデル校においては、子どもルーム児
童も放課後子ども教室に参加できることとし、両事業が合同で
イベントを開催するなどの連携を図る。

25,884
(子どもルー
ム運営事業

費除く）

・平成29年度　　 モデル事業の継続及び検証
・平成30年度～　全校に順次拡大の予定
　　　　　　　　　　　（第3次実施計画に位置付け）

地域経済・地域産業を
支える人材の育成・確保

・庁内外の関係機関と連携・協働して、生涯を通じたキャリア教
育を推進するための連携組織（キャリア教育推進連携会議～千
葉市を担う人材育成プロジェクト～）を設置。
【協議内容】
　・基本方針の策定に関すること。
　・教育委員会や経済部が実施する各事業の連携・協力に関
　　すること。
　・その他、キャリア教育の推進に必要な事項に関すること。

○「キャリア教育推進連携会議～千葉市を担う人材育成プロジェク
ト～」の意見を踏まえながら、教育委員会と経済部を中心として
今後のキャリア教育の基本となる方針を策定し、既存施策の改
善や新規事業展開を実行。
・年間４回程度の推進連携会議を開催
・キャリア教育モデルプランの作成
・教員研修プログラムの開発
・学習支援資料の作成
・ちばっ子商人育成スクール（キッズ・アントレプレナーシップ教
育の推進）
・合同企業説明会、企業見学バスツアー等の開催　　　　　等

11,109

○「キャリア教育推進連携会議～千葉市を担う人材育成プロジェク
ト～」の意見を踏まえながら、策定した基本方針に基づいて各施
策・事業を実施。

本市のアイデンティティ
醸成につながる

郷土教育等の推進

○方向性１
　「千葉氏」「加曽利貝塚」等の魅力の掘り起し・魅力向上
　・千葉氏サミット（H28年8月21日親子三代夏祭りと同日）開催
　　に向けた企画を検討（首長フォーラム、物産販売等）
　・千葉開府８９０年記念プロモーションを実施
　　（Ｈ２８年１～１２月、ポスター、ラッピングモノレール等）
　・千葉開府９００年となる２０２６年を目標年次とする「都市アイ
　　デンティティ戦略プラン」を策定中（３月策定予定）
　・加曽利貝塚特別史跡指定申請に向けて総括報告書及び
　　史跡の保存活用計画書を作成中（Ｈ２８刊行予定）

○方向性２
　学校教育における郷土教育の充実
 　・マンガ「千葉氏の活躍」は3月完成、4月市内小学校へ配布。
 　・社会科の指導時数確保や総合的な学習の時間における
　　「千葉氏」を教材とした指導事例の作成についてＨ２８年
　　１月の校長会で周知し、Ｈ２８年度から実施。
　・教員への郷土教育推進に係る研修を年間2回実施
　・社会科指導に係る教員向け指導事例を作成、配付

○方向性３
　郷土教育の拠点としての博物館の充実及び利用促進

○方向性４
　市民の目にとまる情報発信や講座・イベントの拡充

○方向性１
　「千葉氏」「加曽利貝塚」等の魅力の掘り起し・魅力向上
　・千葉氏サミットの開催（8月21日、親子三代夏祭りと同日）
　・千葉開府890年記念プロモーションを継続実施（12月まで
　　ラッピングモノレールを継続。6～8月で車内広告展開）
　・「都市アイデンティティ戦略プラン」に基づく施策の展開。
　・加曽利貝塚特別史跡指定申請に向けて総括報告書及び
　　史跡の保存活用計画書を刊行
○方向性２
　学校教育における郷土教育の充実
　・小学校におけるマンガ「千葉氏の活躍」の活用・保護
  　者への啓発
　・教育課程における授業時数確保
　・校外学習や出前授業での博物館等の活用促進
　・教員への郷土教育推進に係る研修の実施
　・教員向け指導事例の整理と活用促進
○方向性３
　郷土教育の拠点としての博物館の充実及び利用促進
　・郷土博物館における千葉開府890年記念特別展の開催
　・加曽利貝塚博物館における企画展、土器ドキ発掘体験、
　　開館50周年記念縄文まつりの開催
○方向性４
　市民の目にとまる情報発信や講座・イベントの拡充
　・都市アイデンティティ戦略に係る、効果的・効率的な情報発
　　信に努める。
　・縄文フォーラムの開催
　・加曽利貝塚に関するパンフレット作成

19,404
（政策調整

課）
※左記以外
のものも含む

50,360
（文化財課）

○方向性１
　「千葉氏」「加曽利貝塚」等の魅力の掘り起し・魅力向上
　・「都市アイデンティティ戦略プラン」に基づく施策の展開。
　・加曽利貝塚の特別史跡申請（H29年度）
　・加曽利貝塚の魅力を市内外へアピール
　・H29～　新たな加曽利貝塚の発掘調査に着手

○方向性２
　学校教育における郷土教育の充実
　・千葉氏及び加曽利貝塚についての継続した指導を行う。

○方向性３
　郷土教育の拠点としての博物館の充実及び利用促進
　・加曽利貝塚博物館における企画展、土器ドキ発掘体験など
　・H29～　加曽利貝塚博物館常設展示への再整理・総括
　　　　　　　報告書の成果反映
　・H29～　縄文文化や貝塚に関する調査研究機能の強化

○方向性４
　市民の目にとまる情報発信や講座・イベントの拡充
　・都市アイデンティティ戦略に係る、効果的・効率的な情報発
　　信に努める。
　・加曽利貝塚シンポジウムの開催

平成２７年度（実績） 平成２９年度以降
平成２８年度

資料２ 


